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口永良部島火山湯向地区の熱水系の探査
Investigations for the hydrothermal system of the Yumugi area in the Kuchinoerabujima
volcano
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口永良部火山は、屋久島の西部に位置する鹿児島県口永良部島を形成しており、現在も活動を続ける東部の新岳を中
心とする安山岩質火山である。島内には複数の温泉が存在していることから、熱水系が発達していると考えられている。
口永良部島では、この熱水を利用したバイナリー発電の計画が進んでおり、これまでの調査研究により島の東部に位置
する湯向地区が有望地域と考えられている。それらの調査研究の結果を踏まえ、著者らは 2011年 8月に湯向地区におい
て、重力探査、土壌二酸化炭素濃度測定、1m深地温測定を、また新岳を対象とした放熱量測定を実施し、同地区を中心
とした口永良部島火山の熱水系の概念モデルを作成した。
湯向温泉直下に検出された重力高異常部より貫入岩体あるいは古い火山体の存在を思わせる地下構造が推定された。ま

た 1m深地温測定と土壌二酸化炭素濃度測定の結果では、湯向温泉付近だけでなく同温泉の南東～南方向の標高の高い地
点においても高い地温や高濃度の土壌二酸化炭素が検出された。これらの結果と湯向温泉周辺の比抵抗構造（鹿児島県
屋久島町，2011）が照らし合わされ、湯向地区には湯向温泉から南西方向にかけての地下浅部に流体流動が存在するも
のと推定された。
新岳を対象とした最大噴気直径法（神宮司・江原，1996）による放熱量測定の結果、新岳火口からの火山噴気による

放熱量は約 80MWと推定された。
これらの結果と Kanda et al.（2010）の口永良部島火山の熱構造モデルを参考に、湯向地区を中心とした口永良部島火

山の熱水系の概念モデルが作成された。
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